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                          平成２５年度 

 

社会福祉法人ほどがや事業報告 

              

  

ほどがや地域活動ホームゆめ 

放課後等デイサービス事業ゆめっこくらぶ 

放課後等デイサービス事業ゆめっことつか 

放課後等デイサービス事業ゆめキッズほどがや 

横浜市移動支援事業ゆめヘルプステーション 

障がい者後見的支援事業ほどがやゆめあん 
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■施設の概要■  

□住 所□    横浜市保土ケ谷区神戸町１４０番２ 

□電 話□    045-340-3360  ファクス 045-334-0462 

※その他、関連事業所の連絡先は、別途記載 

□規 模□ 敷地面積：1,276 ㎡／建築面積：821 ㎡／駐車場部分：455 ㎡１階：

754 ㎡／２階：664 ㎡／３階：277 ㎡／地下：55 ㎡   

                                                     延べ床面積 1,750 ㎡ 

 

■事業の経緯■ 

    年月日 内 容／背 景 備 考 

平成１６年２月２５日 

 

社会福祉法人ほどがや設立  

代表 理事長 吉田 昌美 

※法人の誕生

日 

平成１６年１０月１日 

 

ほどがや地域活動ホームゆめ  相談事業開始 

      保土ケ谷神戸町 140-2   Tel333-8611 

※活動ホーム

ゆめの誕生日 

平成１６年１１月１日 ほどがや地域活動ホームゆめ（全事業開始） 

知的障害者デイサービス事業 定員２０名 

身体障害者デイサービス事業 定員２０名 

生活支援事業   

一時ケア（５名程度）／ショートステイ(４床) 

おもちゃ文庫、余暇支援、地域交流事業他 

    保土ケ谷神戸町 140-2   Tel340-3360 

 

平成１８年４月１日 （支援費制度に伴い） 

指定障害者デイサービス事業定員４０名 

知的・身体デ

イサービス事

業より変更 

平成１８年１０月１日 

 

（障害者自立支援法に伴い） 

経過的デイサービス事業 定員４０名 

障害者デイサ

ービス事業よ

り変更 

平成１９年４月１日  

 

（障害者自立支援法へ移行に伴い） 

指定相談支援事業 

指定生活介護事業 定員４０名 

地域活動支援センター（デイサービス型）定員１０名 

※１：その他、

災害備蓄、運

営委員会 
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生活支援事業 

一時ケア（５名程度）／ショートステイ事業(４床) 

おもちゃ文庫、余暇支援、地域交流等※１ 

区づくり事業 （保土ヶ谷区障害者地域支えあい連携推進

事業） 

保土ケ谷区学齢障害児フレンドサポート事業 

保土ケ谷区人材育成事業※２  

重心ケア研修／ケアマネジメント研修 

社会福祉法人型地域活動ホーム型自主事業  

一時ケア定期送迎事業（保土ケ谷養護学校便等） 

 

 

 

 

※ ２ ： 事 業 の

内容は年度ご

とに変わる 

平成２０年８月１８日 障害児放課後預かり  

ゆめっこくらぶ試行事業開始 

プレ自主事業 

平成２０年１０月１日 

 

横浜市障害児居場所づくり事業決定 

ゆめっこくらぶ定員１０人未満型事業開始 

保土ケ谷区天王町 1-11-1 ダイヤビル 3F4FTel334-5208 

 

 

平成２１年１０月１日 

 

横浜市移動支援（ガイドヘルプ）事業 

ゆめヘルプステーション事業開始 

保土ケ谷区神戸町 140-2  Tel340-3360 

 

平成２２年３月１日 

 

横浜市障害児居場所づくり事業決定 

ゆめっことつか定員１０人未満型事業開始 

戸塚区品濃町 510-4 ネオポリストキワ 8 Tel824-0670 

 

平成２２年５月１日 児童デイサービス（多機能型児童デイⅡ）事業認可 

    ゆめキッズほどがや１０人未満型事業開始 

保土ケ谷区峰岡町 3-332 パレットビル 1F Tel336-9192 

 

平成２２年１０月１日 横浜市障害者後見的支援事業 

障がい者後見的支援室ほどがやゆめあん 

保土ケ谷区星川２丁目１－１  Tel 331-9537 

 

平成２４年１０月 1 日 障害児居場所事業所ゆめっことつかを放課後型デイサー 

ビス事業に移行（定員 10 人） 
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平成２５年４月１日 障害児居場所事業所ゆめっこくらぶを放課後型デイサー 

ビス事業に移行（定員 10 人） 

 

                          

 

 

 

 

■職員の体制■                  （平成 26 年 4 月 1 日時点） 

雇用形態内訳 数 備 考（資格など） 

常勤 ３３ 社会福祉士、介護福祉士、保育士、社会福祉主事など 

非常勤（日給制） ７ 看護師、介護福祉士、ヘルパー２級など 

非常勤（時給制） ３６ 看護師、ヘルパー２級、教員免許所持者など 

総計 ７６  
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１１１１    相談支援事業相談支援事業相談支援事業相談支援事業        

１－１ 登録状況について 

① 住区別登録状況                           (平成 26 年 3 月 31 日現在) 

ゆめの登録者は約１，０００人となりましたが、平成２５年度は登録件数が月平均４．５件と少な

かったです。特に他区からの問い合わせが殆どありませんでした。 

  

② 年齢別登録状況                            (平成 26 年 3 月 31 日現在)  

 18 歳未満男 18 歳未満女 18 歳以上男 18 歳以上女 合計 

25 年 3 月 350 200 225 166 941 

26 年 3 月 371 207 239 174 991 

新規数 21 7 14 8 50 

新規% 42 14 28 16 100 

全体% 37 21 24 18 100 

平成２５年度の登録状況を年齢別で見ますと児童、成人ともほぼ同等ですが、男女比で見ま

すと男性の登録者が約７割となっています。 

 

 

１－２ 相談件数について 

① 談経路別件数                            (平成 26 年 3 月 31 日現在)  

 来所相談 訪問相談 電話相談 同行 合計 

相談合計 141 109 113 120 483 

全体％ 29 23 23 25 100 

 相談件数は来所相談が一番多いですが、その次に同行が多い状況となっています。主な同行

は通院で家族だけでは通院が難しい場合など家族支援が必要なケースが増えてきました。 

 

 保土ケ谷 旭 戸塚 西 神奈川 南 泉 瀬谷 その他 合計 

２5 年３月 575 120 72 48 33 26 15 13 39 941 

２6 年 3 月 611 124 78 51 34 26 15 13 39 991 

新規数 36 4 6 3 1 0 0 0 0 50 

新規% 72 8 12 6 2 0 0 0 0 100 

全体%   62 13 8 5 3 3 1 1 4 100 
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③ 障害種別 ※主たる障害でカウント                  (平成 26 年 3 月 31 日現在)  

 身体 知的 精神 発達障害等 申請中他 

相談合計 123 280 45 25 10 

全体% 26 58 9 5 2 

 障害種別で見ると知的障害の方が多いですが、手帳を持たない発達障害と言われる方の支援

者からの相談が増えてきました。 

 

④ 相談内訳                                 (平成 26年 3 月 31日現在)  

 就 

労 

相 

談 

権利

擁護 

・ 

緊急

登録 

視覚

障害

者支

援 

自 

施 

設 

相 

談 

ピ 

ア 

カ 

ン 

家 

族 

・ 

健 

康 

経 

済 

・ 

金 

銭 

趣 

味 

・ 

余 

暇 

そ 

の 

他 

社 

会 

資 

源 

 

関 

係 

調 

整 

相談合計 13 0 0 342 0 106  3 1 23 156 269 

全体% 1 0 0  37  0 12 1 1 2 17 29 

 相談の内訳は、ゆめの登録者が多い状況です。ただ、こども部会を通じて児童の社会資源に

繋げる相談も少しずつ増えてきました。 

 

■相談支援事業についてのまとめ■ 

 平成２５年度は年間を通して登録件数が少なかった年です。また長年関わってきたケースが転

居に伴い相談が終了したものがありました。その方は障害受容されていない方で、本人への関

わり方や障害受容してもらう為、多くの機関と連携を図りました。しかしなかなか受け入れて貰え

ず、支援者の想いだけで最終的には何が出来たのだろうと考えさせられた事がありました。 

今回の事で改めて本人に寄り添う事の重要性を感じました。 

他には自立支援協議会を通して、様々な事業所（学校、病院、高齢者施設など）と交流を図る事

が出来ました。 

 

 

１－３ 相談支援関連事業について 

○保土ケ谷区障害者地域支えあい連携推進事業 
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実施日 参加者 内容 

7/10 ４６ 名 「障害のある方の生活を支える」をテーマに関係機関のかかわり

方について 

2/12 ６７ 名 「ケースワーカーとつながろう」をテーマにグループディスカッショ

ンを実施 

「障害がある方の生活を支える」では、区 CW、自アシ、学校、あんしんセンターによる事例など関 

係機関の連携についての講義を行いました。 

「ケースワーカーとつながろう」では、区役所の方に協力して頂きグループワークを行いました。 

 

○しゃべる～む   

 現在、６．７名の方が定期的に利用され、年間６０件を超える利用となっています。また、１月に

行われるカラオケ大会も定例化され、参加者も楽しまれています。他に区作連などと連携して「地

域支え合い研修」の運営も行いました。 

 

○自立支援協議会 

35 の事業所の協力のもと各部会を行いました。幾つかの部会では交流会を行い、情報交換や

同じ立場通しが集まり普段話せない事など話を出来るような場を作ったりしました。また各部会と

も活発に運営できるように頻度を多くして参加しやすいようにしました。他に防災の研修を取り入

れて次年度以降も定期的に行う事となりました。 

 

 （防災部会） 

   地域連携分科会では、防災ニュースなど地域に配布したり、自治会向けに出前講座を開催

して、少しずつ地域との関係作りに取り組みました。 

   防災訓練分科会では、近隣のグループホームで合同訓練をしたり、訓練を通じてグループ

ホーム間と地域と交流が持てるように取り組みました。 

（住居部会） 

 世話人分科会では、世話人と管理者部門に分けて交流会を行いました。参加者からは続け

てほしいと要望もありました。 

 まちで暮らす分科会では、各事業所で抱えている課題ケースの事例を基に参加者で話し合

いました。 

（移動・送迎部会） 

横浜市では通学・通所支援が始まり、各事業所との関係作りを目的に移動支援事業所に声 
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を掛けて交流会を行いました。また今年１月から移動情報センターが開設され、同様な取り組

みが行われている事から次年度では、移動情報センターに部会を移行する方向となりました。 

（情報部会） 

事例検討分科会では、各事業所より持ち寄ったケースを基にグループで話し合いました。 

発信分科会では、ホームページの運営を行い事業所からの情報収集や地域の方に知ってもら

う為に広報活動を行いました。 

（当事者部会） 

  区役所のロビーを使った自主製品販売を行い、月１回「販売促進会議」を行いました。 

  カラオケ大会では、当事者の方にも当日の準備をして頂きながら行う事が出来ました。 

（こども部会） 

  フレンドサポート実行委員会で障害児余暇の取り組みをしました。 

  また事例は、当事者の父親にも参加頂きながら各小中学校との交流を図る事が出来ました。 

 

○計画相談 

 昨年１１月から職員を配置して、ゆめを利用されている成人の方を中心に月２．３名ずつ取り組

みました。また３月からは児童の計画も開始しました。 

 他に区内の計画相談事業所に呼びかけ、区役所と定期的に会議をもち、課題などについて話

し合いました。 

 

１－４ 事故・ひやりハット・苦情クレーム報告について 

事故・ひやりハット・苦情クレーム別の件数                (平成 26 年 3 月 31 日現在) 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

事故 ４ ７ ５ ５ ６ ６ ３ ２ ３ １ １ ６ ４９ 

ひやり ４ ８ １３ １９ ８ ８ １４ ２０ １９ ９ ７ ６ １３５ 

苦情 ３ ３ ０ ４ ０ ０ ０ ０ １ １ １ ０ １３ 

合計 １１ １８ １８ ２８ １４ １４ １７ ２２ ２３ １１ ９ １２ １９７ 

２４年度実績 総数 166 件 

事故 43 件   ひやりはっと 111 件   苦情クレーム 12 件 

昨年に引き続き、リスクマネジメントの観点から、月間目標を設定しました。 

月間目標 

４月：摂食支援に配慮する（誤飲、誤嚥に注意する） 

５月：守秘義務の徹底、個人情報の取り扱いに注意する 
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６月：自傷や他害などの特異行動に配慮する 

７月：転倒・転落を防止する 

８月：摂食障害への配慮・誤嚥の予防 

９月：送迎調整漏れに留意する 

10 月：利用者権利の尊重、権利侵害への一層の配慮 

11 月：転倒・転落を防止する 

12 月：送迎の安全 

１月：摂食支援（誤飲・誤嚥注意） 

２月：連絡調整ミスに留意する 

３月：転倒・転落の予防の徹底 

 

① 事故報告事例 （49 件）                         (平成 26 年 3 月 31 日現在) 

転倒     ５ 移乗の際の転倒、立ち上がり時の転倒、自転車での転倒、活動中の転倒 

転落     １ 歩行中の段差からの転落 

誤飲     １ 装飾品の誤飲 

自傷     １ 自傷による手指の負傷 

暴力     １ 不安定時の他害行為 

交通違反  ５ 携帯電話使用等違反、車両の接触事故 

その他   ３５ 送迎関係（車両故障、送迎の遅れ）５件 

医療関係（服薬時間のミス、服薬漏れ）４件 

職員対応（把握ミスによる利用者の負傷、利用者荷物の忘れ物、貴重品の返

却忘れ等、外出時の把握漏れ）４件 

事務処理（請求金額の誤り、書類の紛失、利用料の二重請求）４件 

物品破損（ドアレール、車両フロントガラス、利用者私物（眼鏡）、デジタルカメ

ラ、ミキサー、眼鏡、公共の展示物、テレビ）７件 

その他（パニック状態による負傷、鍵の紛失、車椅子のタイヤパンク、自主製

品の内容の不備、右手の腫れに伴う受診、介助具の紛失、活動中の受傷、業

務中の職員の怪我、事故対応の不備、インターネットメールのトラブル）１１件 

25 年度は１年を通して、横浜市へ報告した事例はありませんでした。車両の接触事故や交通

違反などが５件、服薬に関する事例が４件ありました。 

 

② ひやり・ハット事例 （135 件）                     (平成 26 年 3 月 31 日現在) 
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転倒     28 着席の際の転倒、発作による転倒、歩行中の転倒、入浴時の転倒、トイレでの

転倒、移乗時の転倒、職員・利用者との接触による転倒、段差での転倒、リラ

クチェアからの転倒、車椅子の転倒 

転落     ６ ストレッチャーからの転落、車両座席からの転落、椅子からの転落、遊具から

着地の際の転倒、シャワーチェアからの転落 

食事ﾄﾗﾌﾞﾙ ２ アレルギー食の提供等 

誤飲     ３ ボールペン、粉石鹸の誤食、消毒中の歯ブラシの使用 

自傷     １ 抑制具の未装着による自傷行為 

暴力     ７ 職員への噛みつき行為、一般の児童への他害、他児への暴力 

無断外出  ３ ゆめ館内での把握漏れ、活動中の把握漏れ、活動中の無断外出 

個人情報  ２ ケース記録の記入漏れ、書類の紛失 

その他   83 職員対応（貴重品の返却忘れ･荷物の返却忘れ、荷物の入れ間違い、介助具

の管理不備、靴の履き替え忘れ、引き継ぎミス、支援中の対応等）２７件 

送迎関係（送迎漏れ、送迎ミス、車両故障、送迎連絡漏れ、腕の挟み込み、走

行中のドア開閉）１２件 

医療関係（服薬の時間間違い、服薬後の薬袋の入れ間違い、服薬漏れ等）６

件 

食事関係（食事注文漏れ、食数誤発注）２件 

活動中の受傷３件、利用者間の接触３件、一般の方との接触２件、把握漏れ５

件、事務処理ミス４件、物投げ８件、物品破損２件、車椅子ロックの不備２件、

その他７件 

ひやり・ハットの事例を種類別にすると、転倒が上半期で１２件、下半期で１６件、計２８件にの

ぼりました。またボールペンや粉石鹸を口に入れたという事例もありました。これらの中には怪我

や誤飲等、大きな事故になりえる事例もあり、一層の配慮が必要と思われます。利用者の状態

の把握に努め、一人ひとりに合わせて対応をしていきます。 

 

③ 苦情・クレーム事例 （13 件）                      (平成 26 年 3 月 31 日現在) 

紛失     １ 傘の紛失 

運営・管理 ２ 請求書の送付間違い、利用料の処理漏れ 

職員対応  ６ 駐車場での対応について、電話対応について、利用料未払いの確認の件など 

個人情報  １ 個人情報の取り扱いについて 



 

 11

その他    ３ 送迎時の依頼不履行、送迎車の運転について、車両の駐車位置について 

電話対応等、職員対応に関するご意見が６件、車両に関するご意見が３件ありました。 

 

１－５ 研修への取り組みについて 

研修受講関係の一覧表 

研修月 研修内容や主なテーマ 参加者数 備考 

４ 新採用研修（内部研修） ６  

５ 安全運転管理者法定講習 １  

 障害福祉入門研修会① ３  

 障害福祉入門研修会② ４  

 新任職員人権研修 ２  

 食品衛生管理者講習 １  

６ 小児訪問看護・重心障害児看護研修会① １  

 障害福祉入門研修会③ ４  

 障害福祉入門研修会④ ４  

 障害福祉入門研修会⑤ ４  

 算定基礎届事務説明会 １  

 ボランティアコーディネーター研修 １  

７ 小児訪問看護・重心障害児看護研修会② １  

 横浜市移動支援従事者サービス提供責任者研修 １  

 「福祉施設等における権利擁護を考える」研修 ３  

 地域支え合い研修「障害のある方の生活を支える」 ５  

 年金共済事業説明会 １  

 障害者の咀嚼嚥下についての研修会 ２  

 小規模社会福祉施設関係者（一人宿直）に対する防火

・防災安全研修会 

２  

 ヨッテクシンポジウム ３  

８ 7 区運営法人合同サポーター研修① ５  

 7 区運営法人合同サポーター研修② ５  

 7 区運営法人合同サポーター研修③ ５  

 支援センター研修 ８  
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 児童精神科の門をたたく子どもたち ２  

 学校・施設・家庭でできるリズム運動療法 １  

 「くらす・たのしむ・はたらく」を支えるキャリア教育 ２  

 子どもが見えると見えてくるもの ２  

９ 小児訪問看護・重心障害児看護研修会③ １  

 小児訪問看護・重心障害児看護研修会④ １  

 お金の管理とお金に係るトラブル事例の研修 １  

 自宅で療養している方・地域・支援者のための研修 

「あっ！地震 その時に困らない！今できる備え」 

２  

 平成 25 年度神奈川県障害者相談支援従事者初任者

研修（横浜市） 

３  

10 月 指定障害福祉サービス集団指導 2  

 移動支援事業 現任者研修 1  

 発達障害者相談基礎研修 1  

 パサパネット勉強会 2  

11 月 サービス管理者研修 2  

 移動支援事業 サービス提供責任者研修 1  

 広汎性発達障害児者の理解と支援について 2  

 高齢期の知的障害のある方への関わり 1  

 知的・発達障害の方の行動・生活へのサポート 1  

 相談支援の充実（サービス利用計画）に係る情報交換 1  

 後見的支援室 ゆめあん活動報告会 3  

12 月 高次脳機能障害セミナー 1  

 精神障害の方の関わり 1  

 活動ホーム 看護師連絡会 1  

1 月 障害がある方の性と支援 1  

 強度行動障害者支援者養成研修 7  

 相談支援従事者現任研修 2  

 自閉症・行動障害への理解を深める 1  

 相談支援従事者スキルアップ研修 1  

 ガイドヘルパースキルアップ研修 1  
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 広汎性発達障害のある方との関わり 1  

2 月 地域支え合い研修「ケースワーカーとつながろう」 7  

3 月 活動ホーム合同研修 7  

 障害がある人たちが豊かな人生を送る為に 1  

 自立支援協議会 防災研修 2  

24 年度実績    テーマ別    67 件  参加者延べ  183 人 

25 年度は 1 年を通して、テーマ別で５７件、延べ１３８人の職員が研修に参加しました。 

4 月は、新人職員を対象に新採用研修を実施、外部の人権研修などに参加しました。 

中堅職員については、発達障害や強度行動障害などの研修に参加し、それぞれの障害特性

に対する理解を深めました。 

 

 

 

２２２２        生活介護事業生活介護事業生活介護事業生活介護事業    

（１） 生活介護契約数                           (平成 26年 3月31日現在)  

契約数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 増減 

身体障害 55 55 54 54 54 55 55 55 55 55 55 55 0 

知的障害 89 89 88 88 89 89 89 89 89 89 88 87 -2 

精神障害 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 0 

計 147 147 145 145 146 147 147 147 147 147 146 145 -2 

平成 24 年度実績 身体障害者 55 件 知的障害者 87 件 精神障害者 3 件 計 145 件  

 

（２） 生活介護利用実績                           (平成 26 年 3 月 31 日現在)  

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 

稼働日数 27 25 26 28 26 25 28 24 25 25 23 26 30８ 

身体障害 346 357 347 379 338 320 363 339 321 321 297 341 4069 

知的障害 572 548 530 593 543 517 556 508 527 525 462 509 6390 

精神障害 16 19 16 17 17 15 14 11 15 15 16 8 179 

計 934 924 893 989 898 852 933 858 863 86１ 775 858 10638106381063810638    

平成 24 年度実績    稼働日数   314 日                        

身体障害者 4,115 件 知的障害者 6,205 件 精神障害者 272 件  計 10,592 件 
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（３） 生活介護／曜日別契約数                      (平成 26 年 3 月 31 日現在) 

 

 

（４） 生活介護／送迎サービス延利用実績              (平成 26 年 3 月 31 日現在)  

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計（件） 

身障 639 647 637 695 619 589 676 630 600 592 551 624 7499 

知的 639 605 606 661 593 601 635 563 589 597 502 561 7152 

精神 32 38 32 34 33 30 28 22 30 29 32 16 356 

計 1310 1290 1275 1390 1245 1220 1339 1215 1219 1218 1085 1201 15007150071500715007    

平成 24 年度実績 

身体障害者 7,564 件 知的障害者 7,583 件 精神障害者 533 件 計 15,680 件 

 

 

（５） 生活介護／入浴サービス延利用実績             (平成 26 年 3 月 31 日現在)  

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計（件） 

身体障害 72 66 67 76 68 57 74 70 61 63 56 66 796 

知的障害 9 9 9 10 8 10 9 8 8 8 7 7 102 

精神障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 ８１ ７５ ７６ ８６ ７６ ６７ 83 78 69 71 63 73 898898898898    

平成 24 年度実績 

身体障害者 804 件 知的障害者 101 件 精神障害者 0 件 計 905 件 

 

生活介護について 

平成２５年度当初は２名の学校卒業者を迎え、加えて８月に週末１名､９月に週間１名の方が

曜日別数 月 火 水 木 金 第1土 第2土 第3土 第4土 第1日 第3日 総契約数 

（週単） 

身体障害   21 21 15 15 17 5 6 6 7 3 4 120 

知的障害 23 25 24 27 28 26 25 26 25 16 17 262 

精神障害 0 0 2 2 0  0 0 0 0 0 0 4 

計 44 46 41 44 45 31 31 33 32 19 21 386386386386    

24年度末 45 48 40 43 46 29 31 30 32 19 20 385 
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新規に利用を開始されました。また年度内、転居の事由で２名、他施設移行で３名、２月には週

末のご利用者が亡くなられたため契約を解約され、計６名の方が利用を終了されています。職員

体制については依然、ご利用者との配置で 2：1 を継続しています。 

活動内容については、継続してレクリエーションやリラクゼーション、リハビリテーションにつな

がる支援のほか、自主製品の受注作業、内職受託作業が工賃対象作業としてユニット定着して

います。一昨年度から支給金体系の変更にて、「年度末調整金」として４月、「出席別支給金」は

7 月と 1 月に分けて年度 2 回、「作業配当支給金」では 4 月､7 月、10 月、1 月の年度 4 回支給さ

せていただきました。 

週末の余暇プログラムについては、昨年度変更にて導入させていただいた第２土曜日「音楽

いっぱいいっぱいコンサート」が年度を通して順調に定例化しており好評いただいております。 

サービス内容の取り組みについては、リスクマネージメントを報告からの対処方法確認、周知

として徹底を図り、また対象ご利用者個別の支援､介護法に関しては、内部研修として行なうこ

とができました。 

再契約の件につきましては、法律の改定に伴ない、関係書類（契約書・重要事項説明書・運

営規定）を新たに作成し、上期中に対象者全員の手続きを行なうことができています。 

当年度欠席が続いたご利用者については、前年度からの経過も認められており、通所の再開

と併せて､契約変更または解約希望の確認等、調整を働き掛けました。結果週末利用に変更さ

れた方、相談支援による在宅調整にて継続される方他、利用日数の変更にて継続される方、結

果解約に応じられる方はいませんでした。次年度、対象者については敢えてルーム配置を行な

わず、来所時での活動調整とさせていただく方向です。 

送迎サービスは週間で、依然９割以上の方が利用、活動時間内の送迎にかかる時間も年々

増えています。 

入浴サービスについては、安全で安定した提供の確保を図る目的と、利用ニードの調整もあっ

て、ご利用件数は前年度と大きく変わりませんでした。 

週末の余暇プログラムについては、引き続き契約指導員やボランティアの導入にて、プログラ

ム内容を継続して運用しています。末日契約者数 145 名内、週末のみのご利用者 64 名、週間併

用ご利用者９名を加えると約半数である状況は変わっていません。 

当年度は、上期のご利用件数が前年同時期を上回る実績となり、月平均 900 件以上、日単平

均 34 名を超えることができました。下期は、感染症による欠席者拡大や荒天大雪による実質閉

館の影響もあって月平均 858 件と 900 件を割り込みましたが、平均では 34 名を維持できました。

年間を通しますと計年間を通しますと計年間を通しますと計年間を通しますと計 10638106381063810638 件、平均件、平均件、平均件、平均 34343434 名と年度計画を上まわる結果にはなりました名と年度計画を上まわる結果にはなりました名と年度計画を上まわる結果にはなりました名と年度計画を上まわる結果にはなりましたが、引き続き

地域に於ける施設特性を生かした社会的責任を重く受け止め、さらにご利用を希望していただけ

る福祉サービスの提供を、他のサービス事業とも連携を図りながら目指してまいります。 
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■ルーム別の活動について■ 

 

（１） デイルーム１について 

ご利用者の変動はありませんでした。活動は ADL 的支援に加え、外気浴やウォーキング、リ

ハビリテーション、リラクゼーション提供の個別プログラムが定着しており、作業的取り組みは練

習段階にとどまっています。レクリエーションについては、週単､月例と併せて実施。上半期の外

出は「パシフィコ横浜」へ「冷凍マンモス YUKA」の見学に、下半期はお台場の「ダイバーシティ」を

企画、初回実施の後、荒天や事故渋滞が続き目的地変更、「ワールドポーターズ」、「海ほたる」

と３回が其々行き先を変えての実施となりました。 

（２） デイルーム２について 

利用に関しては 9 月になって、他施設併用にて週１日利用の方が１名加わりました。デイルー

ム４（以下Ｄ４）との合同にて選択性を続けています。活動内容としては、引き続き自主製品作成

や園芸・お菓子作り、月間として運動プログラムを企画、水曜日の午後は定例の「DVD 鑑賞会」

を行なっています。外出企画については D４ユニットとの合同にて、春は「コレットマーレ」で昼食

を、「ランドマークタワー」の展望フロア―を楽しみました。秋は D1 ユニットと同じく「冷凍マンモス

YUKA」の見学に加え、新しい商業施設「MARK IS」に出掛けました。 

 

（３） デイルーム３について 

かわらず、週単利用の知的、精神、発達障がいのある方、授産的な取り組みへの参加希望の

方が対象にて、新規「保土ヶ谷養護学校」卒業生１名、「みどり養護学校」卒業生１名の計２名が

加わりました。授産的な取り組みはかわらず「ガスメーターの解体」と「ボールペンの組み立て」、

その他「ウォーキング」「誕生会」「ドライブ」等の楽しみを加えて活動しています。作業については

好評であった「ガスメーター」の搬入が減った状況があり、新たな解体作業品目の開拓を行なっ

ています。上半期の外出は「新幹線に乗って東京駅へ」と「ラーメン博物館＋ラポール」の選択企

画、下半期も同じく「新幹線に乗って東京駅へ」と「中華街で中華バイキング」選択企画にて、其

々3 グループに分かれて出掛けています。「新幹線企画」が好評であった為、希望者には 2 回に

分かれて参加していただき、その他企画も結果、好評でした。 

 

（４） デイルーム４について 

ご利用者は、知的、身体、精神の他、発達等に障がいのある方で、受注製品の作成等授産的

な取り組みへの参加希望のある方が、当年度も主たる対象となりました。かわらずデイルーム２

（以下 D２）との連携にてプログラムを選択していただきました。年間を通して新規にご利用者は
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加わっていません。授産的な取り組みはかわらず、自主製品（デコパージュ石鹸・入浴剤等）の

生産及び内職製品（ボールペン組み立て）の受託にて、全期通して比較的安定した収益を確保

できました。 

 

（５） 週末余暇プログラム 

引き続き、週間に他施設や職場で授産・就労活動を行なっている方を多く、余暇支援を目

的とした活動プログラムを提供させていただきました。当年度も土曜は第４週まで、日曜は第

１、３週のみ開館にて、午前中は「お菓子・ランチ作り」から「アートワーク」、午後には「ダンス

ワーク」「ボートローイング」「カラオケ」「DVD 鑑賞」に加えて「リラクゼーション」とかわらず

に、第２土曜日については「音楽いっぱいいっぱい」コンサートを定例開催できました。年度

途中から、新規ご契約にて１名の方が第 3 日曜日に利用を開始されました。 

障がいの多様化、重度化に対しましては、当日プログラムとして、引き続きリラクゼーショ

ン、レクリエーション枠の拡大による ADL 的支援にて対応を図ってまいりましたが、今後につ

いては、ある程度余暇プログラムに併せた､ニーズ把握による調整が必要と考えています。 

 

 

 

 

３ 地域活動支援センターデイサービス型（以下デイ型）事業  

（１） デイサービス型契約数                         (平成 26 年 3 月 31 日現在)  

契約数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 増減 

身体障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

知的障害 12 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 -1 

精神障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 12 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 -1 

平成 24 年度末 契約数 知的障害者 12 件 
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（２） デイ型曜日別契約数                          (平成 26 年 3 月 31 日現在)  

曜日別契

約数 

月 火 水 木 金 第一

土曜 

第二

土曜 

第三

土曜 

第四

土曜 

第一

日曜 

第三

日曜 

契約総数 

（週単） 

身体障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

知的障害 7 7 6 7 8 0 0 1 0 1 1 38 

精神障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 7 7 6 7 8 0 0 1 0 1 1 38 

24年度末

契約数 

月 火 水 木 金 第一

土曜 

第二

土曜 

第三

土曜 

第四

土曜 

第一

日曜 

第三

日曜 

総数 

（週単） 

8 8 7 8 9 0 0 0 1 1 1 43 

 

（２）デイ型利用実績                            (平成 26 年 3 月 31 日現在)  

契約数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計（件） 

身体障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

知的障害 144 132 136 145 135 116 131 117 128 107 117 115  1523 

精神障害 0 0 0 0 0   0 0 0 0 0 0 0 0 

計 144 132 136 145 135 116 131 117 128 107 117 115 1523 

平成 24 年度実績 

身体障害者 0 件 知的障害者 1,451 件 精神障害者 0 件 計 1,451 件 

 

 

地域活動支援センター（デイサービス型）について 

活動は引き続き、清掃班と喫茶班に分かれたプログラムでした。４月末に１名の方が他の「就

労継続 B 型」の事業所に移行され契約を解約されました。また在籍内、引き続き２名の方は、週

末プログラムをご利用の方になります。 

週間活動、清掃班は「ゆめ」館内及び周辺地域公園清掃及び車輌清掃で定例化、加えて月曜

日（第２休館）午前中には「保土ヶ谷スポーツセンター」の館内清掃が加わりました。喫茶班は「ゆ

め喫茶」として、週間月～金曜での喫茶､ランチ食提供を行ない、来客数は少しずつですが確実

に増えています。９月には地域自治会からの多量発注であった定例の敬老会景品（自主製品）

についても無事納品させていただきました。その他年間通して地域の催しに参加、5 月には保土

ヶ谷「花フェスタ」7 月は「ひかりの園バザー」に、9 月「神戸町祭り」10 月は「保土ヶ谷区民祭り」と
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「同愛会まんまるフェスタ」、さらに 11 月「鴨居祭り」と販売ブースを確保して、収益活動と併せて

地域交流を図りました。「おもちゃ文庫」の企画行事には利用者メンバーもスタッフとして参加して

います。その他、生活介護ユニットへの施設内作業実習も行なっており、利用者メンバーの体

験と可能性を確認する機会となりました。 

上半期については毎月 130 件を超える利用件数になりましたが、下半期は契約メンバーの事

故による受傷や体調不良、療養も重なり、平均 119 件に止まってしまいました。契約メンバーの

体調管理やメンタルサポートもできる範囲で行なわせていただき、安定的な利用を目指して、実

績を確保してゆきます。 

「ゆめ」の「地域活動支援センター（デイサービス型）」は、就業と社会参加機会提供の中間的

役割を担いつつ、次年度も、ご利用者が目的意識を持ってより充実した生活を営むことができ

るよう、寄り添う姿勢を持って活動支援を行なってまいります。 

 

 

 

 

４４４４    生活支援（一時ケア、ショートステイ）事業生活支援（一時ケア、ショートステイ）事業生活支援（一時ケア、ショートステイ）事業生活支援（一時ケア、ショートステイ）事業 

（１）一時ケア利用実績                           (平成 26 年 3 月 31 日現在)  

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

～2時間 38 49 42 50 20 29 40 28 32 19 20 27 394 

～4時間 67 68 76 58 43 65 74 66 57 53 45 58 730 

～6時間 49 16 37 55 52 26 30 27 35 32 34 49 442 

～8時間 18 8 14 30 22 12 12 13 20 10 9 22 190 

～10時間 5 6 5 10 26 5 8 1 8 3 3 9 89 

10時間～ 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1 2 6 

18歳未満 143 104 132 148 118 103 124 101 115 97 90 127 1402 

18歳以上 34 44 42 55 45 35 40 34 38 20 22 40 449 

延べ件数 177 148 174 203 163 138 164 135 153 117 112 167 1851 

延べ時間 602 425 541 751 738 452.5 531 432.5 562.5 405.5 397 656 6494 

平均時間 3.4 2.8 3.1 3.7 4.5 3.3 3.2 3.2 3.7 3.5 3.5 3.9 3.5 

平成 24 年度実績 述べ件数  2239 件  （18 才未満 1814 件、18 才以上 425 件） 

         述べ時間 7539 時間   平均利用時間 3.4 時間 
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（２）ショートステイ利用実績                         (平成 26 年 3 月 31 日現在)  

区 分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

18歳以上 18 37 30 27 24 24 35 22 25 16 17 32 307 

18歳未満 2 8 7 16 10 5 8 13 6 5 5 10 95 

利用者数 20 45 37 43 34 29 43 35 31 21 22 42 402 

連泊1泊 17 39 33 40 31 26 38 32 26 20 22 40 364 

   2泊 3 6 4 3 3 3 5 3 5 1 0 2 38 

   3泊 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

4泊以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延べ泊数 23 51 41 46 37 32 48 38 36 22 22 44 440 

平成 24 年度実績  利用者数 326 件（18 才未満 67 件、18 才以上 259 件） 

          述べ泊数 369 泊／人 

 

生活支援（一時ケア及びショートステイ事業）について 

（１） 一時ケア   

 一時ケアは前年比マイナス 388 件、マイナス 1,045 時間と大幅に減少しました。減少した理由と

して挙げられるのが、放課後等デイサービス事業所等の増加です。以前にも法人内放課後等デ

イサービス等が始まった際に減少した年度がありましたが、ここ 1～2 年での急激な事業所の増

加により影響を受けた形となりました。放課後等デイサービスは曜日契約ができますが、その都

度の予約で場合によってはお受けできない可能性もある一時ケアよりも利用の確実性があるの

は確かで、共働き世帯が増加している中、確実に利用できるサービスを選択されるのは仕方な

いことかもしれません。このように急激な状況の変化がある中、地域活動ホームの一時ケアの役

割を改めて認識する機会と捉え、緊急ケースや対応が難しい方の利用に柔軟に対応できるよ

う、他機関との連携も含めて改めて考えていかなければならないと思います。 

 また、居住区別では、保土ケ谷区75.6％、次いで戸塚区8.3％、旭区5.5％、西区5.2％、男女比

は男性 62.0％、女性 38.0％と例年通りで推移しましたが、年齢割合で変化が見られています。例

年 2 割を切っていた 18 歳以上の方の割合が 24.3％と前年度より 5％以上上昇しています。理由

としては、一時ケアの総数は減少している中、児童期に利用されていた方の週末の利用が増え

てきているためです。平日は作業所等で活動されていますが、ご本人の障害特性や体格等で週

末にご家族で対応することが難しくなってきている方もいるため、生活支援事業としてどのように

対応していくか考えていく課題の一つとなり始めています。 

 

（２）  ショートステイ  

 一時ケアとは対照的に、ショートステイは 2 年連続で前年比を上回り、ゆめ開所以来初めて年
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間 400 泊を超えました（前年比プラス 71 泊）。その中で、ショートステイが必要な方へお声かけを

して利用していただいた方が、延べ泊数の 33％にあたる 145 泊となりました。泊数が伸びた理由

としては、先に述べましたお声かけをしての利用は勿論のこと、宿直体制で同日に男女の職員が

泊まれる日を増やすことで、予約が入った際にお断りすることを少なくできたことも泊数増加につ

ながりました。 

 今後も泊数増加に努めていくとともに、利用される方の障害特性に配慮して丁寧に受け入れて

いきます。 

    

    

    

    

５５５５    おもちゃ文庫事業おもちゃ文庫事業おもちゃ文庫事業おもちゃ文庫事業    

おもちゃ文庫利用実績                            (平成 26年 3月 31日現在)  

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

日 数 21 21 20 22 21 19 22 20 20 19 19 20 244 

児 童 49 102 79 107 44 77 84 101 87 126 99 138 1093 

保護者 39 92 73 96 41 71 75 85 73 99 83 103 930 

その他（児童） 37 7 0 0 31 12 2 2 0 6 2 23 122 

その他（保護者） 24 5 0 0 30 6 2 1 0 3 1 14  86 

計 149 206 152 203 146 166 163 189 160 234 185 278 2231 

平成 24 年度実績   

日数 244 日、児童 1,339 人、保護者 1,075 人、その他児童 232 人、その他保護者 179 人  

計 2,825 件 

 

 ５月では、おもちゃ文庫企画「みんなでペタペタ こいのぼりを作ろう！」（子ども６名、保護者６

名）７月では「おもちゃ文庫ミニプールで水遊び」（子ども１４名、保護者１４名）を３日間で企画して

実施しました。 

 下半期は、１２月に「みんなでクリスマスカード＆どかどかクツを作ろう」（子ども１５名、保護者１

５名）を行いました。また、２月には「ゆらゆらひな飾りを作ろう」（子ども７名、保護者７名）を行い

ました。 

 利用実績は減ってしまったが、企画の参加は多くの方の協力で楽しんでいただけました。 
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６６６６    地域交流事業地域交流事業地域交流事業地域交流事業    

（１）地域交流室貸出利用実績                    (平成 26 年 3 月 31 日現在)  

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

利用件数 79 77 73 75 49 48 58 56 48 69 68 88 788 

利用者数 324 356 357 432 209 256 278 305 198 319 384 455 3873 

平成 24 年度実績  利用件数  775 件  利用者数 3,922 人 

 

（２）地域交流行事参加実績                       (平成 26 年 3 月 31 日現在)  

              地域イベント・バザーなどへの参加状況 

日時 場   所 内 容 ・ 説 明 備 考 

5 月 ほどがやへそ公園 ほどがや花フェスタ スーパーボールすくい 

5 月 横浜船員保険病院 看護フェスティバル 自主製品販売 

7 月 ひかりの園 ひかりの園夏まつり 自主製品販売 

9 月 神戸町第二公園 
神戸町まつり スーパーボールすくい 

自主製品販売 

10 月 ほどがや公園 ほどがや区民まつり スーパーボールすくい 

10 月 てらん広場上菅田地域ケアプラザ まんまるフェスタ スーパーボールすくい 

11 月 鴨居小学校 鴨居福祉まつり 焼き芋 

12 月 ほどがや地域活動ホームゆめ クリスマスロックコンサート ２Ｆ食堂・ボランティアコーナー 

1 月 ほどがや地域活動ホームゆめ もちつき＆ゆめバザー 自主製品販売他 

3 月 天王町商店街表門通り 保土ケ谷絆バザール Ｈ26 年震災復興イベント 

 

２５年度より船員保険病院で行われた看護フェスティバルに授産製品販売目的にバザー参加

した。同一日に花フェスタが行われており、職員を動員して２カ所に派遣して行った。 

 授産品の販売のほかは、スーパーボウルすくいのゲームを持ち込んでの参加となった。いづれ

もデイサービス型利用者の参加協力のもとに行われている。 

下半期からバザー時期に入り定例で参加させていただいている「まんまるフェスタ」をはじめ３

回目の参加となった「保土ケ谷絆バザール」では、人気の高いスーパーボウルすくいで出店し多

くの方に楽しんでいただけました。 

 また、クリスマスコンサートでは、ジャズコンサートからロックンロールコンサートに変えて参加人

数が心配されましたがアンコールが出るほど盛大に終えることができました。 
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７７７７    余暇活動及び余暇活動及び余暇活動及び余暇活動及びフレンドサポート事業（区づくり事業）フレンドサポート事業（区づくり事業）フレンドサポート事業（区づくり事業）フレンドサポート事業（区づくり事業）事業事業事業事業    

（１）余暇活動利用実績                            (平成 26 年 3 月 31 日現在)  

余 暇 活 動 支 援 内 容 

日時 場   所 対象 利用人数 

H25.5/12（日） 原鉄道模型博物館① 児童 5 名 

5/26（日） はまぎんこども宇宙科学館 児童 5 名 

6/9（日） 原鉄道模型博物館② 児童 5 名 

6/23（日） 萬珍楼ランチ① 成人 5 名 

7/14（日） 萬珍楼ランチ② 成人 5 名 

8/7（水） ゆめであいましょう 2013 夏① 未就学～小 2 4 名 

8/8（木） ゆめであいましょう 2013 夏② 小 3～中 1 6 名 

8/9（金） ゆめであいましょう 2013 夏③ 中 2～高 3 6 名 

9/8（日） 海ほたる① 成人 5 名 

9/22（日） 海ほたる② 成人 5 名 

10/13（日） 人形の家＆マリンタワー①    児童 5 名 

10/27（日） 人形の家＆マリンタワー② 児童 5 名 

11/10（日） 金沢動物園① 児童 4 名 

11/24（日） 金沢動物園② 児童 4 名 

12/8（日） クリスマス会 児童 7 名 

H26.2/23（日） アド・ミュージアム② 成人 5 名 

3/9（日） アド・ミュージアム① 成人 5 名 

3/26（水） ゆめであいましょう 2014 春① 児童 6 名 

3/27（木） ゆめであいましょう 2014 春② 児童 6 名 

3/28（金） ゆめであいましょう 2014 春③ 児童 6 名 

計 20 回  104 名 

  平成 24 年度実績  計 25 回実施、参加者数 120 名 

  ※2/9（日）に予定されていた成人余暇『アド・ミュージアム①』は、雪のため 3/9（日）に変

更して行いました。 
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（２）フレンドサポート（ダンスワーク）利用実績             (平成 26 年 3 月 31 日現在)  

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

平日コース 8 9 8 7 6 7 7 5 7 7 8 7 86 

休日コース 9 9 8 7 7 6 10 7 9 7 5 6 90 

利用総数 17 18 16 14 13 13 17 12 16 14 13 13 176 

  平成 24 年度実績   平日コース 12 回 80 名、休日コース 12 回 83 名  計 163 名 

 

（３）音楽いっぱい利用実績（10 月より開始） 

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

利用数       7 5 8 8 10 10 48 

 

余暇活動及びフレンドサポート事業  

（１）余暇活動事業について 

 平成 25 年度は計 20 回の活動を行いました（児童 14 回、成人 6 回）。外出企画は横浜市内の 

企画を中心に、海ほたるやアド・ミュージアム東京などの市外への企画も行いました。 

 原鉄道模型博物館では、ジオラマの鉄道を集中して見ているお子さんがいたり、恒例の『ゆめ 

であいましょう』では、夏は流しそうめん・水遊び、春はピザ作りを行い楽しまれていました。 

また、ボランティアについては、『ゆめであいましょう』を中心に参加していただくことができまし 

た。学生や社会人の方が多いため、なかなか定着までは難しいですが、参加された方へのお誘

いや、ホームページ、ボランティアセンター、学校等への案内を行い参加に繋げていきたいと思い

ます。 

 

（２）保土ケ谷区学齢障がい児フレンドサポート事業『児童ダンスワーク』について 

 平成 25 年度は、平日コース 10 名、休日コース 11 名で行いました。参加児童の学校別内訳は、 

保土ケ谷養護学校 9 名、上菅田特別支援学校 3 名、仏向小学校 2 名、常盤台小学校 2 名、三ツ 

境養護学校 1 名、保土ケ谷中学校 1 名、桜台小学校 1 名、岩崎小学校 1 名、帷子小学校 1 名と 

なっています。 

 学校から自力で来られたり、学校送迎の時間からゆめの一時ケアを利用されて活動に参加さ 

れたりと、毎回来られるのを楽しみにされている様子でした。中でも、高校3 年生の方で最後の回 

（3 月）に参加された児童の方や保護者の方からは、次年度から参加できないことをとても残念が 

ってくださったりと、少しの時間ではありますが放課後、休日の過ごしのお役に立てていることを 
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実感する場面もありました。 

 

 （３）保土ケ谷区学齢障がい児フレンドサポート事業『音楽いっぱい』について 

 平成 25 年度下半期より新たに『音楽いっぱい』をスタートしました。週末の日中活動で音楽プロ

グラムを行っていただいている講師の方に依頼をして行うことができました。スタート当初は参加

児童、講師、職員もどのようになるかと不安の中始まりましたが、回数を重ねていく中で参加児

童の方から歌いたい曲のリクエストが出てきたり、ハンドベルや鈴等の楽器の演奏も楽しまれて

いました。児童ダンスワーク同様、放課後の過ごしの一つとして定着していけるよう取り組んでい

きます。 

 参加児童学校内訳…保土ケ谷養護学校 4 名、上菅田特別支援学校 2 名、峰小学校 2 名、仏

向小学校 1 名、帷子小学校 1 名、保土ケ谷小学校 1 名。 

 

 

■保土ヶ谷区学齢障がい児フレンドサポート事業実行委員会■ 

（１）主な参加者 

保土ケ谷区福祉保健センター、上菅田特別支援学校、保土ケ谷養護学校、 

区社会福祉協議会、あひるの会、ほどがや希望の家、ダンスワーク講師、 

保土ヶ谷区内各地域ケアプラザ、ほどがや地域活動ホームゆめ等 

      （２）主な議題 

保土ケ谷区障がい児フレンドサポート事業  予算及び取り組み状況 

         学校関係者等との情報交換   他 

（３）開催状況： 

第 1 回 学齢障がい児ﾌﾚﾝﾄﾞｻﾎﾟｰﾄ事業実行委員会 平成 25 年 5 月 15 日（水） 

第 2 回 学齢障がい児ﾌﾚﾝﾄﾞｻﾎﾟｰﾄ事業実行委員会 平成 25 年 9 月 18 日（水） 

第 3 回 学齢障がい児ﾌﾚﾝﾄﾞｻﾎﾟｰﾄ事業実行委員会 平成 26 年 2 月 19 日（水） 
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８８８８    （法人型）地域活動ホーム自主事業（法人型）地域活動ホーム自主事業（法人型）地域活動ホーム自主事業（法人型）地域活動ホーム自主事業 

養護学校間等送迎事業（保土ケ谷養護学校便等）            (平成 26 年 3 月 31日現在)  

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

利用児童数 77 68 77 55 11 59 73 56 46 52 55 55 684 

保土ケ谷養護学校 38 30 34 21 0 32 36 29 26 21 31 23 321 

上菅田特別支援学校 35 32 39 31 10 25 35 25 17 27 20 29 325 

その他（個別支援級） 4 6 4 3 1 2 2 2 3 4 4 3 38 

平成 24 年度実績   

保土ヶ谷養護学校 441 名、上菅田特別支援学校 463 名、その他 28 名、利用児童数 932 名 

 

平成 25 年度の送迎回数は、平成 24 年度と比較すると、保土ケ谷養護学校が約 27％（マイナ

ス 120 名）、上菅田特別支援学校が約 30％（マイナス 138 名）減少しています。 

また、総利用児童数についても、平成 24 年度に比べて約 27％（マイナス 248 名）減少していま

す。 

 減少した理由としては、一時ケアでも述べさせていただきましたが、放課後等デイサービス事業

所等の増加が影響しているものと思われます。 

一時ケア総数に占める学校間送迎の割合は 36.9％でした。（平成 24 年度は 41.6％） 

 

 

 

 

９９９９    放課後等デイサービス放課後等デイサービス放課後等デイサービス放課後等デイサービス        

（１） ゆめっこくらぶ    

月別利用実績                              （平成２６年３月３１日現在） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

契約人数 33 33 33 33 33 33 33 32 32 32 32 32 - 

契約のべ人数 231 226 224 240 230 211 241 215 208 207 207 219 2659 

利用人数 200 202 188 212 173 190 201 194 185 173 162 195 2275 

送迎回数 122 145 138 105 5 141 135 144 121 121 126 96 1399 

欠席率（％） 13.4 10.6 16.1 11.7 24.8 10.0 16.6 9.8 11.1 16.4 21.7 11.0 14.4 
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平成 24 年実績     利用人数   2216 人    送迎回数   1414 回                       

 

「ゆめっこくらぶ」について  

平成 25 年度の利用実績（2275 人）は昨年度（2216 人）と比較してほとんど変わらない結果となり

ました。今年度は高校 3 年生が多く、実習や修学旅行のための欠席が多かった事や大雪による

閉鎖やその後の悪路の影響での欠席などが長引いてしまったため利用数の増加が伸び悩んで

しまったと云えます。 

利用希望においては既にゆめっこくらぶと契約していて且つ他事業所を利用している方や新

規希望者であっても現状複数事業所を利用している方が多く、早急に必要性を感じられる方は

いませんでした。週に 1 回程度での関わりでは支援が難しい面を以前から感じていた為週に 1 回

利用の児童を 2 回に増やすと云う形で契約につなげました。支援級に関してはやはり送迎問題

が大きな壁となりガイヘルなどを併用しないと難しい現状でした。 

ゆめっこくらぶは 25 年度より横浜市居場所事業から放課後等デイサービスに事業移行を行な

ったわけですが、それ以前は一時ケアから居場所に移ってきた歴史もあり本来ゆめっこくらぶが

設定している営業時間内に収まらない児童が以前から多く契約されており、そのことにより事業

移行した現在も変わることなく同じ時間帯で継続利用しています。設立時からゆめっこくらぶが設

定している時間内での利用に収めようとしてきた理由は療育的観点から１７時以降の預かりが適

切とは思えなかった為でした。そして事業所のルールに乗ってもらいながら利用してもらう事が将

来にわたって地域で暮していくために必要と考えてきた事も大きな理由でした。実際、毎日の利

用時間が 9 時から 18 時までの成人の通所施設などないわけですから将来を見据え、決められた

範囲内で利用して欲しいと考えてきたわけです。今後もご家族と丁寧に話を重ねながら将来につ

なげられるようにしていければと考えています。 

 

２）ゆめっことつか 

月別利用実績                              （平成２６年３月３１日現在） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

契約人数 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 - 

契約のべ人数 235 224 231 247 237 214 242 226 214 214 216 234 2734 

のべ利用人数 214 199 211 218 189 201 200 204 195 194 164 206 2395 

送迎回数 240 255 271 217 111 256 257 268 229 233 216 230 2783 

欠席率（％） 8.9 11.2 8.7 11.7 20.3 6.1 17.4 9.7 8.9 9.3 24.1 12.0 12.4 

平成 24 年実績       利用人数    2475 人           送迎回数   2899 回   

  

「ゆめっことつか」について 

25 年度の実績は、25 年度より 80 人減となりました。その背景には、例年よりもインフルエンザ

での欠席が多かったことや大雪による閉鎖やそれに伴い道路の雪が原因により家族が学校に
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連れていけないことで欠席がいつまでも続くなど例年にない欠席数となってしまいました。そして

高校 3 年生が複数名いた為、実習による欠席が多かったこと等が挙げられます。 

平成 25 年度のゆめっことつかは既存利用者に対する支援の充実を図る 1 年として考えていた

ため、契約数は年間を通して変えない形で取り組んできました。これはゆめっことつかの利用児

童が放課後等デイサービスの乱立に伴い複数個所を併用して利用する方が増えたことで、環境

の変化に弱い利用児童の混乱が見受けられた為、既存の利用者が落ち着けることを優先にした

ことが大きな理由でした。実際に契約は増やす事のない 1 年でしたが、区役所のワーカーや養護

学校の教諭などから虐待や不登校など緊急的なケースが舞い込むことが度々ありました。今後

はそれらの利用者の受け止めを検討していきたいと思っておりますが、実際は一事業所でできる

範囲は限られることもあり、他の事業や施設のサポートを受け、多方面からの支援の必要性を感

じています。今後行なわれる計画相談等で利用者、家族にとってよりよい支援方法や利用方法

をご家族のニーズと本人の状態を考えながら模索していきたいと考えています。 

日々の活動の中では、主に中学生以上の男児の不安定さが目立ち、それに伴い自傷や他害

行為が見られ、対応できる職員が限られてしま行為が見られ、対応できる職員が限られてしま行為が見られ、対応できる職員が限られてしま行為が見られ、対応できる職員が限られてしまっていることが浮き彫りになりました。それ以外に

も、常勤職員が主に対応する利用者が増加しているように思われます。これらを踏まえ、26 年度

は新規の受け入れと共に既存の利用者の日数の増加を行なっていきたいと考えています。その

中で、職員のスキルアップを図り、より幅広い支援を行なっていけたらと考えています。 

 

 

３）ゆめキッズほどがや 

月別利用実績                                   （平成２６年３月３１日現在） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

契約人数 29 29 30 30 30 30 30 29 29 30 30 31 - 

契約のべ人数 163 170 152 175 164 156 179 156 148 150 152 163 1928 

利用人数 149 147 139 153 123 136 150 134 137 140 126 144 1678 

送迎回数 285 289 268 293 219 266 288 257 262 267 245 272 3211 

欠席率（％） 8.6 13.5 8.6 12.6 25.0 12.8 16.2 14.1 7.4 6.7 17.1 11.7 13.0 

平成 24 年実績         利用人数   1584 人    送迎回数   3055 回  

 

「ゆめキッズほどがや」について 

今年度は年間を通して個別支援級に通われている 4 名の新規利用受け入れを行うことができま

した。しかし、学校送迎を対応するに当たり、職員配置や車両に限りがあることからガイドヘルプ

を利用しての通所や既存の利用者さんと同じ学校、同一下校時間である方が中心の受け入れと

なりました。また、来年度以降は既存の利用者さんの学年が上がることによる下校時間の変更

の可能性があることから今年度と同じように対応できるかも検討材料のひとつとなります。 

 平成 25 年度をもって卒業生が 1 名及び 10 月 31 日付で解約を 1 名行いました。実績数に関し

て、年間を通して約 100 名程度の利用増はあったものの各曜日とも定員に達していないため、前
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述の送迎の課題はありますが平成 26 年度に向け各家庭の背景などにも考慮して新たな受け入

れを随時検討していきたいと考えています。また、ゆめ相談室からも相談ケースとして希望があ

がることや、既存の方の中からもご家庭の事情により保護者の就労が開始され、長期休暇等の

ご利用に際して送迎を含む利用の課題が発生するなど、複雑なケースもあることから相談室との

連携も必要不可欠なものになると感じています。 

 新規利用希望の方や既存のご利用者さんの中にも頓服薬を含む服薬が必要なケースも増え、

服薬方法や管理方法等を検討しなくてはならない状況が見られるようになりました。これらも支援

を行う上で大きな課題になると思います。 

 今年度は区内に新しい放課後等デイサービスが開所した為、待機されていた方もそちらでの利

用を開始され、当事業所の利用に繋がらないケースもありました。また、既存のご利用者の中か

らも新たに他の事業所を増やし、当事業所と併用利用される方も増え始めた為、利用状況の把

握やご本人の様子の変化など留意していかなければならない点が多くなりました。また状況に応

じて他事業所との連携、情報共有なども必要になる場合があると思われます。利用者増に伴い、

支援会議を通しての職員間での共通認識や課題整理、支援方法等も確認しあい、スキルアップ

や必要に応じての職員体制の確保を行うことで支援の質の向上を目指していきたいと思います。 

 

 

 

 

１０１０１０１０    移動支援（ガイドヘルプ）事業移動支援（ガイドヘルプ）事業移動支援（ガイドヘルプ）事業移動支援（ガイドヘルプ）事業    

（１）月別利用契約者数                           (平成 26 年 3 月 31 日現在)  

契約数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

身体障害 12 12 12 12 12 12 11 11 11 11 11 10 

知的障害 45 46 51 52 52 51 50 52 52 52 52 53 

精神障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 57 58 63 64 64 63 61 63 63 63 63 63 

  平成 24 年度実績    身体 13 件 知的 44 件 精神 0 件  契約数計 57 件 

 

（２）月別利用人数、障害種別内訳(重複含む)          (平成 26 年 3 月 31 日現在)   

契約数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計（件） 

身体障害 7 10 9 10 5 6 5 5 5 5 5 6 78 

知的障害 34 34 39 41 38 39 41 45 49 47 32 46 486 

精神障害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 41 44 48 51 43 45 46 50 54 52 37 52 564 
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平成 24 年度実績    身体 103 件 知的 415 件 精神 0 件  利用件計 491 件 

 

（３）月別ガイドヘルパー派遣実績                      (平成 26 年 3 月 31 日現在)  

契約月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

利用総件数 63 76 69 73 66 66 69 68 84 88 55 76 853 

二人付き派遣 7 10 8 5 3 7 8 8 8 8 8 9 89 

グループ支援 0 0 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 6 

総派遣数 70 86 78 79 70 74 77 76 93 97 63 85 948 

述べ時間数 299 309 317.5 355 285 292 285.5 338.5 366.5 340.5 240 354.5 3783.5 

平成 24 年度実績    利用件数 872 件   延べ時間 2986 時間 

 

移動支援（ガイドヘルプ）事業について 

平成２４年度実績から比べると 契約数；110％ご利用時間数；126％と確実に増加、定着して

きています。課題としては 契約数やご利用時間が増加していく過程において、サービス提供の

核となる登録ヘルパーの確保及び育成が必要です。「ゆめヘルプステーション」の周知と共に月

１回開催のヘルパー会において、利用者さんの振り返りと共に 障がいに対する知識や体験など

をふまえた勉強会を続けていきます。 

 

 

 

 

１１１１１１１１    災害備蓄災害備蓄災害備蓄災害備蓄事業（防災避難訓練）事業（防災避難訓練）事業（防災避難訓練）事業（防災避難訓練） 

防災関連実施状況                        (平成 26 年 3 月 31 日現在) 

 日時 場所 内容 備考 

第１回 

消防避難訓練 

 

Ｈ25年6月27

日（木）13時

25分～14時

50分 

ゆめ及び 

神戸町第二

公園 

（１） 火災通報訓練 

（２） 夜間宿直避難訓練 

（３） 消火器操作訓練 

（４） 消防署員からの講評他 

 

 

第1回特別避難場所応

急備蓄物資整備助成

金交付申請、整備 

7月申請 

10月整備 

 

ゆめ 

地下１Ｆ倉庫 

従来備蓄、緊急時食糧品、保存水等期

日廃棄分補充 
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第２回 

消防避難訓練 

 

H26年 

1月29日（水） 

13時20分～

14時15分 

ゆめ及び 

神戸町第二

公園 

（１） 火災通報訓練 

（２） 日中全体避難訓練 

（３）消火器操作訓練 

（４）専用テントによる煙体験 

（５）消防署員からの講評 他 

 

 

災害備蓄・消防避難訓練について 

上期には定例、第１回目の消防避難訓練を行ないました。従来どおり、法人内全事業所参加

の形態にて実施。今回も､夜間想定にて 2 回に分けてリアルな宿直体制による通報、消火、避難

訓練を行ないました。全体ではその様子を見学することで訓練の参加に代えさせていただきまし

た。講評として、昨年度に加えてあらたに、出火想定の重要性、避難の難しさと屋上の活用、誤

報対応の指示等をいただきました。 

災害時応急備蓄物資の整備につきましては、当施設が区内の特定避難場所でもある事から、

今年度も「横浜市健康福祉局」に対して、助成金交付申請を行ない、対象額相当の飲料保存水

を整備しています。 

下期冬季に行なわれた訓練２回目は日中想定の全体避難訓練を行ない、その後参加者には

「煙テント」使用による火災時の煙体験を行なっていただきました。講評としては、火災と煙を避け

るため、バルコニーからの避難の有効性をご指導いただきました。 

 以降夏季第１回目を夜間想定の宿直体制避難訓練、冬季第２回目を日中全体避難訓練とし

て、冬季次回は「起震車」で、地震体験をしていただく予定です。 

 

 

 

 

１２１２１２１２    運運運運営委員会事業営委員会事業営委員会事業営委員会事業        

運営委員会開催状況                          (平成 26 年 3 月 31 日現在) 

 日時 場所 内容  ※（案）は省略 備考 

第28回 

運営委員会 

平 成 25 年 5 月  

22日（水） 

ほどがや地域活動ホ

ームゆめ２Ｆ食堂 

１．平成24年度事業活動報告 

２．各委員との情報交換ほか 

 

第29回 

運営委員会 

平 成 25 年 10 月  

日（水） 

ほどがや地域活動ホ

ームゆめ２Ｆ食堂 

１．平成25年度上半期活動報告 

２．各委員との情報交換ほか 
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第30回 

運営委員会 

平成26年3月19日

（水） 

ほどがや地域活動ホ

ームゆめ２Ｆ食堂 

１．平成26年度事業計画 

２．各委員との情報交換ほか 

 

            

    

    

１３１３１３１３    社会福祉法人ほどがや理事会・評議員会社会福祉法人ほどがや理事会・評議員会社会福祉法人ほどがや理事会・評議員会社会福祉法人ほどがや理事会・評議員会    

理事会・評議員会開催状況                       (平成 26 年 3 月 31 日現在)  

 日 時 場 所 内 容    ※（案）は省略 備 考 

第34回評議員会

第48回理事会 

Ｈ25年5月 

16日（木） 

ほ ど が や

地 域 活 動

ホーム 

ゆめ 

1. 平成24年度事業報告の件 

2. 平成24年度決算の件 

3. 監事監査報告の件 

4. 理事選任の件他 

 

第35回評議員会

第49回理事会 

Ｈ25年11月 

21日（木） 

ほ ど が や

地 域 活 動

ホーム 

ゆめ 

１ 平成25年度上半期事業報告の件 

２ 平成25年度上半期決算報告の件 

３ 嘱託規定変更の件 

４ 満足度調査報告その他の件 

 

第36回評議員会

第50回理事会 

Ｈ25年11月 

21日（木） 

ほ ど が や

地 域 活 動

ホーム 

ゆめ 

１ 平成25年度補正予算の件 

２ 定款変更の件 

３ 謝金規定変更の件 

４ 役員報酬規程変更の件その他 

 

第37回評議員会

第51回理事会 

Ｈ26年2月 

20日（木） 

ほ ど が や

地 域 活 動

ホーム 

ゆめ 

１ 平成26年度事業計画の件 

２ 平成26年度予算の件 

３ 理事・監事・評議員役員改選の件 

４ 特定資金貸付申請の件その他 

 

第52回理事会 Ｈ26年2月 

27日（木） 

ほ ど が や

地 域 活 動

ホーム 

ゆめ 

１ 理事長選任の件 

２ 常務理事選任の件 

３ 職務代理者選任の件 

４ ＡＥＤ設置の件その他 
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１４１４１４１４    横浜市障害者後見的支援事業ほど横浜市障害者後見的支援事業ほど横浜市障害者後見的支援事業ほど横浜市障害者後見的支援事業ほどがやゆめあんがやゆめあんがやゆめあんがやゆめあん    

問い合わせ登録状況                            (平成 26 年 3 月 31 日現在) 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 累計 

問い合わせ 3 15 4 3 3 4 4 4 3 3 0 3 268 

登録 1 2 2 3 1 0 3 1 4 1 1 2 116 

支援計画 4 1 2 0 3 2 1 1 2 2 6 1 96 

キーパー 9 8 2 6 1 0 1 2 1 3 2 2 183 

※ 月別累計で計上 

    

ほどがやゆめあんについて 

    

障害者後見的支援室 ほどがやゆめあんは、平成22年10月スタ－トから4年目に入ります。 

問合せは、268件程になりました。 

登録者の内訳は、知的54名・肢体13名・精神20名・重複18名・重心3名・発達1・高次脳、機能障

害1名・手帳無し2名です。 

 

年齢構成は、１０代=2名  20代＝22名  30代＝33名  40代＝29名  50代＝19名 

60代=５名となっています。 

登録者の暮らしに関しては、在宅で親と同居＝90 名 ＧＨ＝14 名 単身＝6 名で 9 割の方が 

家庭で生活しています。 

活動先は、通所＝84 名 就労＝13 名 在宅＝16 名です。サポ－タ－の活動もその方に合わせ 

工夫し取り組んできました。これからも丁寧な関わりを続け、ご本人・ご家族の希望、悩み等を、 

一緒に、考えていきたいと思っています。。。。    
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所在地 事業開始
年月日

保土ヶ谷区峰岡町2-332

公表/非公表

年齢
公表/非公表

職業

社会福祉法人ほどがや職員 平成１６年１０月１日

種類

公表 公表

施設名・事業所名

障害福祉サービス事業
地域活動支援センター

移動支援事業

ゆめキッズほどがや

ゆめっことつか
ゆめっこくらぶ

保土ヶ谷区神戸町140-2 平成25年4月1日

戸塚区品濃町510-4-201

保土ヶ谷区天王町1-11-1

平成21年１０月１日

メールアド
レス

公表
公表

公表

ほどがや地域活動ホームゆめ

ほどがや地域活動ホームゆめ

ゆめヘルプステーション

障害児相談支援事業 ほどがや地域活動ホームゆめ 公表
障害児通所支援事業

障害児通所支援事業
障害児通所支援事業

社会福祉法人現況報告書

公表特定相談支援事業 ほどがや地域活動ホームゆめ 保土ヶ谷区神戸町140-2 平成25年４月1日



（ ）

１　法人の所有する不動産を活用して行う貸ビル
２　駐車場の経営
３　公共的、公共的施設内の売店の経営

（ ）

１　介護保険、障害福祉サービス等における低所得者の利用者負担減免
２　地域の単身高齢者等を対象とした見守り・配食サービス等の実施
３　地域の単身高齢者等を対象とした各種相談事業の実施
４　災害時における各種支援活動の実施
５　貧困・生活困窮者等を対象とした住宅の斡旋、食事提供等の生活支援の実施
６　他法人との連携による人材育成事業

（ ）

一時ケア同一時間帯５名、ショートステイ
４床

ﾏﾈｼﾞｬー、サポーター、担当職員他

７　その他

１６　その他

収益事
業

その他
の事業

公益事
業

４　日常生活を営むのに支障がある状態の軽減又は悪化の防止に関する事業
５　入所施設からの退院・退所を支援する事業

１　必要な者に対し、相談、情報提供・助言、行政や福祉・保健・医療サービス事業者等との連絡調整を行う等の事業

９　社会福祉の増進に資する人材の育成・確保に関する事業（社会福祉士・介護福祉士・精神保健福祉士・保育士・コミュニケーション支援者等の養成事業等）

１２　介護保険法の居宅サービス事業、地域密着型サービス事業、介護予防サービス事業、地域密着型介護予防サービス事業、居宅介護支援事業、介護予防支援事業、介護老人保健施設、

６　子育て支援に関する事業
７　福祉用具その他の用具又は機器及び住環境に関する情報の収集・整理・提供に関する事業
８　ボランティアの育成に関する事業

１０　社会福祉に関する調査研究等
１１　事業規模要件を満たさないために社会福祉事業に含まれない事業

１４　社会福祉協議会等において、社会福祉協議会活動等に参加する者の福利厚生を図ることを目的として、宿泊所、保養所、食堂等を経営する事業
１５　公益的事業を行う団体に事務所等として無償又は実費に近い対価で使用させるために会館等を経営する事業

１３　有料老人ホーム

生活支援事業、後見的支援事業

種類（番号を記載） 施設名・事業所名 所在地 事業開始年月日 事業規模（定員）

施設名・事業所名 所在地 事業開始年月日

４　その他

事業開始年月日

平成１６年１１月１日

平成２２年１０月１日

２　必要な者に対し、入浴、排せつ、食事、外出時の移動、コミュニケーション、スポーツ・文化的活動、就労、住環境の調整等を支援する事業
３　入浴等の支援が必要な者、独力では住居の確保が困難な者等に対し、住居を提供又は確保する事業

種類（番号を記載）

施設名・事業所名

地域生活支援事業（生活支援事業）

横浜市障害者後見的支援事業

所在地

保土ヶ谷区神戸町140-2

保土ヶ谷区星川

種類（番号を記載）

16

16

事業規模（定員）

　　地域支援事業を市町村から受託する事業

事業規模（定員）



Ⅲ 組織

～

～

～

～

～

～

～

～

○

○

支給なし

理事会
への出
席回数

○

○

4

0

社福）ひかり

税理事事務所所長

平成26年2月26日

平成26年2月26日 ○

○

5

4

5

5

4

5

資格

財務諸表等を監査し得る者

公認会
計士、
税理士

弁護士

会社等
の監査
役、経
理責任
者等

その他

社会福
祉事業
の学識
経験者

地域の
福祉関
係者

その他

施設整
備又は
運営と
密接に
関連す
る業務

を行う者

監事報酬

支給あり

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○28年2月25日

○ ○

○ ○

監事

28年2月25日

28年2月25日

平成28年2月25日

平成28年2月25日

28年2月25日

28年2月25日

現員
2 2

氏名 職業 任期

望月　淳一

大橋　賢司

定員

吉田　昌美

理事

26年2月26日理事長

理事

島田　直樹

資格

6 6

○ ○

定員 現員

支給な
し

理事
会へ
の出
席回
数

役職 氏名

○長島　美知子

理事

親族

他の社
会福祉
法人の
役員

その他

社会福
祉事業
の学識
経験者

地域の
福祉関
係者

施設長

無職

26年2月26日

26年2月26日

26年2月26日

26年2月26日

26年2月26日

28年2月25日

職業 任期

理事

親族等特殊関係者の有無

江口　博士

市川　裕之

中村　保之

社福）ほどがや

ＮＰＯ）ダンボ

ＮＰＯ）きてん

社福）ほどがや

社福）恵和

○ ○

理事

理事

その他

施設整
備又は
運営と
密接に
関連す
る業務

を行う者

理事報酬
（職員と兼務の場合は支給方法）

理事報
酬・職員
給与とも
に支給

理事報
酬のみ
支給

職員給
与のみ
支給



～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

4

評議
員会
への
出席
回数

○ ○

監査年月日

平成25年5月14日

監査報告の有無監査者

荒井、望月 有 特になし 特になし

指摘事項 改善事項

決議事項

平成24年度事業報告、平成24年度決算、監事監査、理事の同意、評議員選任の件他

平成26年度事業計画、平成26年度予算、理事の同意、評議員選任の件他

理事長の選任、常務理事の選任、職務代理者の選任

決議事項

平成24年度事業報告、平成24年度決算、監事監査、理事の選任の件他

平成25年度補正予算、定款変更、謝金規定変更、役員報酬規程変更の件他

平成26年度事業計画、平成26年度予算、理事の選任、監事の選任の件他

開催年月日

平成25年5月16日

平成26年2月20日

平成26年2月27日

開催年月日

平成25年5月16日日

平成26年1月16日

平成26年2月20日

平成25年11月21日

○ ○

○

○

○

○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○

○ ○

28年2月25日

28年2月25日

28年2月25日

26年2月26日 28年2月25日

○

氏名 職業 任期

親族等特殊関係者の有無

親族

他の社
会福祉
法人の
役員

その他

理事の
親族

資格

社会福
祉事業
の学識
経験者

地域の
福祉関
係者

地域の
代表者

施設長
利用者
の家族
の代表

その他

施設整
備又は
運営と
密接に
関連す
る業務

を行う者

理事と
の兼務

職員と
の兼務

理事会

評議員

職員

法人本部

施設

26年2月26日

26年2月26日

26年2月26日

26年2月26日

26年2月26日

26年2月26日

26年2月26日

26年2月26日

26年2月26日

26年2月26日

篠田　裕

鈴木　裕

田口　圭子

大谷　満利子

荒井　忠

伊藤　洋介

社福）ほどがや

社福）ほどがや

社福）ほどがや職員

社福）夢21福祉会

社福）偕恵保護者会

非常勤

施設長

26年2月26日

28年2月25日

28年2月25日

28年2月25日

28年2月25日

28年2月25日

28年2月25日

28年2月25日

28年2月25日

評議員
会

有

監事監
査

常勤専従

江口　博士

藤野　哲

4

4

3

4

4

4

3

法令等に定める資格の有無

有

出席者数 書面出席者数 監事出席の有無

換算数

ＮＰＯ）きてん利用者

上菅田特別支援学校

たちばな会役員

ＮＰＯ）ＦＲＩＥＮＤ

常勤兼務

1022

江口　博士

13 13

吉田　昌美

ほどがや地域活動ホームゆめ

定員 現員

有

6

8

6

0

0

0

有

有

出席者数 監事出席の有無

43 19.6

社福）偕恵

社福）幸会

施設名 氏名

○

平成26年1月16日

7

8

0

0 有

有

平成25年度補正予算、定款変更、謝金規定変更、役員報酬規程変更の件他

○

換算数

10

4

3

4

13

17

17

有

有

社福）光風会浜走　弘之

○

岩山　みどり

影山　太一

平成25年度上半期事業報告、平成25年度上半期決算、嘱託規定変更の件他

平成25年11月21日 15 有 平成25年度上半期事業報告、平成25年度上半期決算、嘱託規定変更の件他

4

就任年月日

平成16年4月1日

加藤　貴行 社福）紡 職員 26年2月26日 28年2月25日 ○



Ⅳ 資産管理 平成 年3月31日現在26

1362.76㎡ 312392

所在地 面積 評価額（千円）

担保提供の状況

提供年月日 借入額（千円） 借入先 償還期限
所轄庁の
承認の有

無

横浜市保土ヶ谷区神戸町140-2
建
物

公
益
事
業
用
財
産

土
地

建
物

収
益
事
業
用
財
産

土
地

建
物

建
物

運
用
財
産

土
地

不動産
の所有
状況

基
本
財
産

土
地



Ⅴ その他 年4月1日現在26平成

年3月31日現在平成

社会福祉法人
新会計基準

社会福祉法人
旧会計基準

経理規程準則

指定介護老人
福祉施設等会
計処理等取扱

指導指針

訪問看護会
計・経理準則

介護老人保健
施設会計・経

理準則
授産会計基準 就労会計基準 病院会計準則 企業会計基準 その他

費用（千円）

○

費用（千円） 費用（千円）
受審施設・事業所名

年度平成 平成 年度 平成 年度

費用（千円） 費用（千円） 費用（千円） 費用（千円） 費用（千円）

○ 399 ○ 399

財産目録 事業計画書

6月まで 法人HP 6月まで

事業活動計算書(事業活動収支計算書)

公表方法（予定） 公表時期（予定）
資金収支計算書

公表していない 公表していない

準拠し
ている
会計基

準

第三者
評価

公認会計士

情
報
公
開

指摘事項

新聞

外
部
監
査

インターネット

監査法人

税理士

その他

インターネット

広報誌

広報誌

新聞

法人HP

公表していない 公表していない 公表していない 法人HP 6月まで 法人HP

前々年度の財務諸表

貸借対照表 資金収支計算書
事業活動計算書
(事業活動収支計算

書)

前年度の財務諸表
貸借対照表

公表方法（予定） 公表時期（予定）

第三者評価結果 苦情処理結果
公表していない 公表していない 法人HP 法人HP 法人HP 公表していない

25平成 年度 平成 24 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

公表方法（予定） 公表時期（予定）

定款 役員名簿 評議員名簿 事業報告書 役員報酬規程


